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特集 第9回定時社員総会報告・役員改選のお知らせ

令和8年6月17日、第9期定時社員総会が開催され、すべての議案が原案通り可決・承認され
ましたことをご報告いたします。
＜議案＞
第1号議案 令和７年度事業報告に関する件
第2号議案 令和７年度収支決算に関する件 監査報告
第3号議案 役員の改選に関する件
今期も会員の皆様とともに、より良い活動を推進してまいります。引き続きご支援とご協力を
賜りますようお願い申し上げます。

全役員をご紹介 2・3ページへ

第６回講演会（市民公開講座）と交流会のお知らせ

会長就任のご挨拶

会長 豊島 康弘

６月17日に社員総会（WEB総会）が無事終了し、今年度の活動が
スタートしました。総会終了後の臨時理事会にて、令和８年・９年度
代表理事（会長）の任を仰せつかりました。宜しくお願い致します。
今回で４期目になります。微力ながら当協会の発展の為に尽力して
まいりたいと思います。当協会も新体制となり、「准看護師養成制度
の存続、そして全国レベルで准看護師の更なる知識と技術の向上
を目指した生涯教育研修体制確立」を主な目的として、日本医師会
及び四病院団体協議会支援の下２０１５年11月に設立しました。
今年で11年目を迎えます。これまでの活動として、准看護師の養成に関わる支援、研修会
（WEB）を年１回、オンデマンド研修を年間通して会員向けに無料で配信してまいりました。
また、講演会（市民講座）を年1回東京の日本医師会の講堂をお借りして開催してまいりまし
た。また、准看護師養成校との連携も図っております。（年１回四国、九州、中国の養成校の
会議に参加）これからも准看護師養成への支援と准看護師の質の向上に努めてまいります。
現在の課題は、会員数の減少です。会員数は2020年：６,８３１人でしたが、コロナ禍の影響も
あり2025年度には４,451人までに減少しました。このままでは会の存続が危ぶまれます。
そこで、日精協の看護コメディカル委員の先生方と情報交換会を行い、まずは、１万人に会
員数を増やすことを目標にこれから努力して参りたいと思います。また、今年度の新しい取り
組みとして韓国の大韓看護助務士協会（日本の准看護師の当たる組織）より、当協会と交流
を図る目的で7月10日懇談会が行われ、今後、お互いの国の准看師の質の向上と知識と技
術の向上に向けての情報交換や親交を深めていく予定です。
最後に、今年度の基本方針として①収支の健全化、②会員の為の事業の継続を柱に役員
一同努力していく所存でございます。会員の皆様のご理解を賜り、本年度も変わらぬご支援、
ご協力のほどよろしくお願いいたします。そして、会員の皆様が「この団体に入って良かった」
と思えるように努力してまいりますのでご協力宜しくお願い致します。

当年度の講演会と交流会の参加申込は受付中です。

大韓看護助務士協会との会談

7月10日、当協議会と大韓看護助務士協会とのWEB会談を行った。
大韓看護助務士協会会長の郭智淵（カクジヨン）氏は、今後は当協議

会との交流を通して日本の看護学校のカリキュラムやキャリアアップの
仕組み、医療・介護の現場を見学し認知症専門人材の養成教育につ
いて学びたいと語られた。当協議会としても、国境を越えた専門職団体
同士の対話は、互いの制度や教育の在り方を客観的に見つめ直す貴
重な機会となる。今回のWEB会談を第一歩とし、今後は視察や研修受
け入れなど、より具体的な交流へと発展させていきたいと考えている。

また、大韓看護助務士協会との交流を継続し、両国の知見を共有しながら、質の向上に資する人材
育成のあり方について、共に学びを深めていきたい。

「看護助務士」とは

韓国の医療法で定められた保健医療従事者のひとつ（日本の「准看護師」と「看護助手」の中間に位置する職種とい
うイメージ）。高等学校卒業後に指定の教育機関で約1年間の教育を履修・修了したあと、道知事の認定試験に合格
することで資格を取得できる（更新の義務はないが毎年定められた補修講習を受ける義務がある）。

交流会：無料
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